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認知リハビリテーション

＜共同研究・連携の方向性など＞
 認知科学、臨床科学、脳科学の融合的観点と技術が必要な研究です
 脳画像（構造画像、機能画像）解析の連携・協力
 大規模スタデイに向けてのデータ収集・解析技術の連携・協力
 生化学指標に関連した基礎的研究について連携・協力

【背景・目的】研究内容

【背景・目的】
認知機能という観点から、思春期から成年早期に変化が認められる統合失調症、および高次脳機能障害につい
て検討します。統合失調症では幻覚妄想といった華々しい精神症状のほか、認知機能障害が認められます。薬物
療法のターゲットは主に精神症状ですが、日常生活機能や社会復帰には認知機能の問題が大きいと考えられま
す。このため、障害される機能と温存される機能を明らかにし、認知機能改善のためのアプローチを開発・実施し、
その効果を認知機能、生活機能および種々の生物学的指標により明らかにすることが課題です。
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【概要】

統合失調症のための認知機能改善療法
(Cognitive Remediation Therapy: CRT)は「認知

過程（注意、記憶、実行機能、社会的認知ない
しメタ認知）の持続と般化をともなった改善を目
指す行動的トレーニングに基づいた介入」と定
義されますが、我が国ではCRTの効果研究はま

だ十分にあるとはいえません。私たちは日本人
統合失調症患者のためのCRTの効果を検証し、

臨床的に応用できる治療法の確立を目指して
います。この際、認知機能障害の改善可能性
の検討のために、臨床症状、神経心理機能、
日常生活機能の各側面の評価とともに、脳機
能画像・脳形態画像および脳由来神経栄養因
子を指標として神経可塑性のレベルについても
検討いたします。

【研究の特徴・コンセプト・理念】
統合失調症で重要と思われる前頭葉―側頭葉系の認知機能改善のためのCRTプログラムで介入し、その効果を検討する
ことが特徴です。概念図に示したように、CRTにより記憶、注意や遂行機能などの神経心理学的機能の改善が見込まれま

す。そして、この背景には神経可塑性が想定されるため、これまでトータルに行なわれてこなかった多角的な生物学的指
標を用いることが新しいことです。認知行動レベルでの変化が生物学的な変化に裏付けられる結果であることが明らかに
なれば、CRTの意義が明白になり、統合失調症の治療に役立つことが期待されます。


